

























































































































文化受容態度とアルバイ トの関連 アルバィ ト
経験が,留学生にとって, 日本に対する拒否的な
態度を形成する可能性が示唆された。アルバィ ト
経験により, 日本文化により密接した留学生活を
送る中で遭遇した肯定的・否定的経験が,留学生
の文化受容態度の形成に繋がっていることが推察
される。『拡散群』は,アルバイ ト先で何らかの
否定的な経験によって,相手文化に対して嫌悪感
を抱いたり,或いは自分自身を振り返る中で, 自
国の習慣を批判的に捉えることに繋がり, どちら
の文化にも価値を置くことが難しい状態になって
いると考えられる.
臨床心理学的意義
文化受容態度を留学先の精神的健康だけでなく,
原因帰属やコービング方略の観点から捉えるとい
う視点が加わった。これにより,留学生の文化受
容態度について,滞在先での問題に対する解釈の
パターンや,対処方法の視点を加えることで,よ
り詳細なアセスメントが可能になると考えられる。
また,カウンセリング場面において,アルバィ ト
経験について丁寧に扱うことで,留学生の文化受
容の側面からの心理的支援が可能となるだろう。
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